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１．第1回流域委員会について



第1回流域委員会での主な意見と対応

4

No ご意見 意見に対する対応 資料

1

①「トウヨシノボリ」は、同定困難なヨシノボリをトウヨシノ
ボリとしていたものであり、現行河川整備計画の記述から削除
すべきである。

（現行河川整備計画の記述から）削除する。 原案p52～p53

②自然環境に関する記述は、前段で巴川の自然環境が貴重であ
ると書いているので、河川環境の整備と保全に関する目標の書
き方（内容）を工夫してもらいたい。

河川環境の整備と保全に関する目標の書き方に
ついて修正する。 原案 p65

③維持管理等に記載されるダイオキシン対策については、もう
少し具体的に実施内容を記載した方がよい。

平成19年度から24年度にかけて土壌のダイオキ
シンを封じ込める対策を行い一定の効果を確認
し完了している。水質に関しては、依然として
環境基準値を上回っているため、学識者の意見
を取り入れながら、現在もフォローアップやモ
ニタリング等で対策を進めている。
維持管理等にダイオキシン対策の実施内容を記
載する。

原案 p85

④河口部で浚渫を実施しているが、浚渫を行うと干潟環境が失
われる可能性がある。
「ふじのくに生物多様性地域戦略」に、絶滅危惧Ⅰ類の生息が
ある場合、原則として開発を回避する旨記載がある。以上のよ
うな貴重な環境及び生物の生息がある巴川においては、浚渫を
行う場合は、できるだけ環境への影響を避けるために事前の環
境調査を実施すべきである。

巴川の治水対策としては、本川の掘削を考え
ている。今後、詳細設計の検討にあたり必要が
生じた場合は調査を実施したいと考えている。
特に、巴川下流域に干潟が存在することを確認
しているため、河川整備により干潟環境に影響
がある箇所は、事前に学識者等の意見を伺い、
必要に応じて環境調査等を行い、対策に反映さ
せる。

本資料
p6

⿊字（第1回委員会時質疑応答）⻘字（今回追加）



第1回流域委員会での主な意見と対応
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No ご意見 意見に対する対応 資料

２

①巴川の景観にも、上流域の自然景観と下流域の都市景観とい
うように異なる質のものが求められている。河川景観について
は、景観の質に合わせて細分化して表記した方が良い。
また、清水のアイデンティティーは港であるため、巴川を地

域と一体にするためには、それぞれの人たちが意思疎通を図る
必要がある。

巴川は、麻機遊水地のある上流域の自然豊かな
景観と、河口部の港湾を有する景観を有してお
り、上記特性について原案に追記した。
また、河口の清水港では港まちの特性を活かし
た整備が進められているため、巴川の河川整備
を通して個性ある地域づくりに寄与することを
追記した。

原案p21〜p23

原案p68

②津波対策関連の対応方針に「必要堤防高を確保」とあり、堤
防の嵩上げありきの方針と読み取れるが、見直し後の整備計画
ではこのような書き方になるのか。
堤防嵩上げありきでないのであれば、違う書き方にすべきであ
る。

見直し後の河川整備計画における津波対策は、
堤防嵩上げ以外にも大谷川放水路のように水門
を設置するなどの方法があるため、誤解がない
ように、修正する。

本資料
p16

3

「流域対策及び下水道整備等と合わせ官⺠一体・・・総合的な
浸水対策に努める」の下水道整備という部分がよくわからない。
かつての合流式であれば理解できるが、現在の静岡市における
分流式で下水道整備されているであろう実状を考えると、理解
し難い表記になっているのではないか。

現在の下水道は分流式となっており、雨水対策
としての都市下水路の整備や排水ポンプの整備
という意味合いでこのような記述となっている。
誤解を招かぬよう、書き方を修正する。

原案 p65

4
平成26年台風18号のときの麻機遊水地の第4工区がほぼ満水にな
り、オーバーフローするのではないかと危惧した経験があるが、
他の工区も同じような状況であったのか教えて頂きたい。

当時の各工区における水位データを確認し、後
日報告する。
本日の議事２「近年の出水について」で、令和
元年の台風19号の状況と合わせて説明する。

本資料
p10
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第1回流域委員会での意見と対応
【NO.1】
• 巴川は下流域が存在する河川であり、千歳橋上流右岸にあるようなヨシ原を伴う干潟というのは非常に貴
重な環境である。河口部で浚渫を実施しているが、浚渫を行うと干潟環境が失われる可能性がある。
「ふじのくに生物多様性地域戦略」に、絶滅危惧Ⅰ類の生息がある場合、原則として開発を回避する旨記
載がある。
以上のような貴重な環境及び生物の生息がある巴川においては、浚渫を行う場合は、できるだけ環境への
影響を避けるために事前の環境調査を実施すべきである。

【対応状況】
• 巴川下流域で毎月、現地調査を行っており、干潟が発生する位置の把握を行っている。
• 河川整備により干潟環境に影響がある箇所は、事前に学識者等の意見を伺い、必要に応じて環境調査など
を行い、対策に反映させる。

千歳橋上流ヨシ原 巴川河口部 港橋下流部
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２．近年の出水について



２-１ 平成26年10月（台風18号）の水害状況
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トラック諸島近海で発生した台風18号は、平成26年10月6日午前８時過ぎに浜松市付近
に上陸し、県内中部や伊豆の山間部を中心に猛烈な雨を観測した。

浸水家屋1,500棟を超える甚大な浸水被害（うち床上浸水600棟以上）が発生し、特に麻
機地区と清水地区において大きな被害が生じた。

台風18号による浸水被害の様子

平成26年10月5〜6日の24時間最大雨量



２-１ 平成26年10月（台風18号）の水害状況
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■ 雨量観測所
● 水位観測所（河川）
● 水位観測所（池）

凡例

麻機南

上土

分流堰

楠

能島

江尻

静岡(県)

• 巴川流域では、流域平均の24時間最大雨量が
362mmに達した。

• また、⻑く雨が降り続いた後、終わり際に時
間雨量40〜60mmの強い降雨が連続し、巴川
では楠，能島，江尻でHWLを超過した。

1時間 3時間 24時間
現行の計画（1/10） 68.7mm 135.9mm 271.2mm

H26.10(台風18号) 59.7 mm
(約1/5) 

148.0mm
(約1/14) 

362.4mm 
(1/100以上）

計画の目標と台風18号による降雨の比較

10/6 7:00〜9:00頃に降雨が集中

観測所位置図
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２-１ 平成26年10月（台風18号）の水害状況
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■ 雨量観測所
● 水位観測所（河川）
● 水位観測所（池）

凡例

南樋門
上流 麻機第4

麻機第1
内水位東

麻機第3

大内外水位上池

大内外水位下池

大内内水位上池

大内内水位下池

麻機第1
内水位西

麻機第1
外水位

南樋門
下流

麻機遊水地第1工区、麻機遊水地第3工区では、洪水初期(10/5昼頃)から水位が越流堤高よりも高
くなり、遊水地に洪水が貯留されていた。

降雨のピークとなる10月6日 7:00〜9:00にかけて遊水地水位がさらに上昇し、すべての遊水地で
HWLを超過した。大内遊水地は巴川の水位がピークに達する前に満水となるなど、洪水調節機
能の限界を超えていたと考えられる。

麻機遊水地第1工区

麻機遊水地第4工区

麻機遊水地第3工区

1.0
1.5
2.0
2.5
3.0
3.5
4.0
4.5
5.0
5.5
6.0

12:00 15:00 18:00 21:00 0:00 3:00 6:00 9:00 12:00 15:00
10/5 10/6

水
位
（

T.
P.

m
) HWL（上池）

越流堤高（上池）
大内 外水位上流
大内 内水位上池
HWL（下池）
越流堤高（下池）

10/5 10:50 越流開始

10/6 8:50 HWL超過

10/5 13:00 越流開始(巴川)

10/6 9:30 HWL超過

10/5 20:40 越流開始(浅畑川)

10/6 6:50 越流開始

10/6 12:55 HWL超過

大内遊水地

10/6 7:55 越流開始(下池)

10/6 8:00 越流開始(上池)

■ 雨量観測所
● 水位観測所（河川）
● 水位観測所（池）

凡例

河川水位ピーク
(能島)10/6 10:30



２-２ 令和元年10月の水害状況（台風19号）
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■ 雨量観測所
● 水位観測所（河川）
● 水位観測所（池）

凡例

麻機南

上土

分流堰

楠

能島

江尻

静岡(県)

観測所位置図

• 南鳥島近海で発生した台風19号は10月12日19時前に
大型で強い勢力で伊豆半島に上陸し、東北地方の東
海上を抜けた後、13日12時に日本の東で温帯低気圧
となった。台風本体の発達した雨雲や周辺の湿った
空気の影響で、静岡県から関東甲信越地方、東北地
方の広い範囲で記録的な大雨となった。

• 巴川流域では、流域平均の24時間最大雨量が359mm
に達し、江尻観測所でHWLを超過した。

• 台風の接近と満潮時刻が重なり、河口に近い常念川
周辺では巴川への排水不良の影響で、内水被害が生
じるなど、流域内で浸水被害が発生した。

約8時間にわたり時間雨量30mmを超過
（10/12 10:00〜18:00）

大
谷
川
放
水
路

常念川
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■ 雨量観測所
● 水位観測所（河川）
● 水位観測所（池）

凡例

南樋門
上流 麻機第4

麻機第1
内水位東

麻機第3

大内外水位上池

大内外水位下池

大内内水位上池

大内内水位下池

麻機第1
内水位西

麻機第1
外水位

南樋門
下流

R1.10（台風19号）では、麻機遊水地第1工区、第3工区、第4工区及び大内遊水地上池・下池で、
河川水位が越流堤高よりも高くなり、遊水地に洪水が貯留されていた。

その後、遊水地水位（内水位）も上昇したが、HWLには達しなかった。

麻機遊水地第1工区

麻機遊水地第4工区

麻機遊水地第3工区

10/12 6:00 越流開始

10/12 7:00 越流開始(巴川)

10/12 10:00 越流開始(浅畑川)

10/12 15:00 越流開始

大内遊水地

10/12 18：00 越流開始(下池)

10/12 19：00 越流開始(上池)



２-２ 令和元年10月の水害状況（台風19号）
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• 麻機遊水地（第1、3、4工区）、大内遊水地
による水位低下効果を計算した。

• 施設がない場合の計算水位と麻機遊水地・
大内遊水地のある現況の計算水位を比較す
ると、上土で約120cm、楠で約30cm、能島
で約90cm程度の水位低下効果があったもの
と推察される。

楠

能島

麻機遊水地

大内遊水地

■ 雨量観測所
● 水位観測所（河川）
● 水位観測所（池）

凡例

上土

計算条件
手法 一次元不定流計算

洪水調節施設 施設のない場合を想定
河道 現況河道（H26測量）
外力 令和元年10月(台風19号)実績降雨波形

（24時間雨量 359mm）

約120cm水位低下

約30cm水位低下

約90cm水位低下

計算水位：施設のない場合

観測水位：麻機遊水地、大内遊水地の
ある場合（現況施設）

はん濫注意水位
水防団待機水位

はん濫注意水位

水防団待機水位

はん濫注意水位
水防団待機水位

計算水位：施設のない場合

観測水位：麻機遊水地、大内遊水地の
ある場合（現況施設）

計算水位：施設のない場合
観測水位：麻機遊水地、大内遊水地の

ある場合（現況施設）
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３．巴川水系河川整備計画の変更について



３-１ 巴川水系の現状と課題を踏まえた整備計画の変更箇所
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【現状】
巴川水系では、麻機遊水地の整備、大谷川放水路の護床工整備を順次進めている。

治水施設の整備状況

麻機遊水地の第２工区では、３エリア（加藤島、安東川、立
石）の用地取得が完了し、令和２年度中の供用開始を目標に、
築堤・掘削等の工事を進めている。

大谷川放水路では、順次護床工の設置を進めており、平成
30年度末時点で実施率67.0%となっている。

巴川

安東川エリア 加藤島エリア



３-１ 巴川水系の現状と課題を踏まえた整備計画の変更箇所
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【課題】
巴川水系の課題として、①治水対策関連と②津波対策関連が挙げられ、これらの課題に対して河
川整備計画の変更を行う。

②津波対策関連

巴川及び大谷川放水路では、静岡県第３次地震被害想定に基づく河川津波対策が完了している。
（巴川は堤防嵩上げ、大谷川放水路は水門建設）

しかし、静岡県第４次地震被害想定では、レベル１津波に対して必要な施設高が、現在完成している堤
防及び水門の高さを上回ることが判明した。

レベル１津波に対して、新たな津波対策を河川整備計画に位置付ける。

対応方針

①治水対策関連
巴川流下能力向上
現行の河川整備計画では、年超過確率1/10規模の降雨による洪水を安全に流下させるための河川整備
（遊水地整備等）を進めている。
しかし、平成26年10月台風18号は、現計画の計画規模を大きく上回るとともに、後方集中型の降雨特
性により、巴川の水位がピークに達する前に、遊水地が満水となってしまい、洪水調整機能の限界を超
えるなどの課題が発生した。

平成26年台風18号を考慮し、巴川本川の水位低下に対し、効果的な治水対策を河川整備計画に位置付ける。

対応方針



３-２ 整備目標
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基本理念は現行計画と同様とする。
計画対象区間は現行計画の18河川にR2.4以降に二級河川となる安東川を加え19河
川を対象とする。

対象期間は追加する対策の期間を考慮し、概ね30年（H21〜R20）に変更する。

河川整備の基本理念
安心して暮らせる川づくり
魚はね緑うつす川づくり
地域の歴史と水辺文化を育む川づくり

計画対象区間
本河川整備計画は、巴川水系19河川の県及び市の管理区間を計画対象
とする。（県管理18河川、市管理1河川）

計画対象期間
本河川整備計画は、「巴川水系河川整備基本方針」に基づいた河川整
備の当面の目標であり、その対象期間は、概ね30年間（H21〜R20）と
する。
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平山

能島
清水

麻機

静岡

久能□：雨量観測所

• 当初計画では中央集中型（1/10）の降雨波形を全流域に与えて、流出量を算定している。
• 一方、平成26年10月洪水は⻑尾川等の中流域に降雨が集中しており、大谷川放水路分派後の巴川
本川で大きな流出量となった。

• 変更計画では、H26.10の雨量を1/10規模に置換えた降雨波形により流出量を算定する。
平成26年10月（実績）

平成26年10月（実績）

計画モデルハイエトグラフ
（中央集中型1/10）

0

10

20

30

40
50

60

70

80

90

100

6:00 12:00 18:00 1:00 6:00 12:00

10/5 10/6

雨
量

(m
m
) 実績雨量

台風18号型1/10雨量

引き縮後雨量

H26.10降雨波形
（後方集中型1/10）

流域平均雨量

1時間 3時間 24時間

現行の計画（1/10） 68.7mm 135.9mm 271.2mm

H26.10(台風18号) 59.7 mm
(約1/5) 

148.0mm
(約1/14) 

362.4mm 
(1/100以上）



３-２ 整備目標

19

• 巴川水系では、平成26年台風18号による浸水被害を受けて、「巴川における浸水被害軽減に向けた
行動計画」を平成27年7月に策定している。

• 河川整備計画の変更においては、本行動計画を踏まえ、当面の対策目標を以下の通りとする。
「河川整備計画では現行計画で位置付けられている遊水地の整備等をさらに進めるとともに、

平成26年台風18号の浸水状況を踏まえ、巴川下流部の治水安全度の向上を目指します。」

現行計画の
流量配分図

変更後の
流量配分図

420

520
520

※赤字：変更箇所

H26台風18号洪水を
踏まえ下流部の治水
安全度を向上させる

安東川 安東川



３-３（１） 治水対策関連
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• 河川対策は、浸水被害の要因や課題を考慮して流域にとっての最適案を選定する。

本川掘削のメリット
社会的影響 実現性 対策効果

• 用地買収や家屋移転が生じない • 関係機関との調整が少ない(早期着
工可能)

• 流域全体に対して最も⽔位低減効
果が高い

• 既往インフラ（道路等）への影響が
小さい • 技術的な裏付け（施工事例多数） • 様々な降⾬（波形）に対して対応

可能

• ⼟地利用形態への影響が小さい • 将来計画に対して手戻りが生じない • 支川対策や内⽔対策への受け皿整
備

◆浸⽔被害が広範囲にわたることから、流域全体にわたり、巴川本川の水位を最も低減でき、技術的・経済的
に現実的な対策を⽴案する必要がある。

◆近年、全国的に局地的な豪⾬が頻発し、浸⽔被害が毎年のように発生していることを踏まえると、早期に着
手可能であり、治水効果を発揮できる対策が必要である。

◆巴川本川の流下断⾯拡⼤（本川掘削）により、巴川の⽔位を下げることが、浸水被害発生地区の被害軽
減に最も効果的である。

◆河道掘削（本川掘削）は、洪⽔処理⽅式の基本となる対策であり、多くのメリットを有することから、河川対
策案の選定にあたっては、本川掘削を最優先して実施する。



３-３（１） 治水対策関連
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• 「台風18号型1/10」降雨波形を対象した場合に、浸水被害が発生する地区の内水被害を軽減さ
せるために、各支川の排水先地点を検討区間として設定した。

• ①河口〜6.6kまで掘削した場合 と ②河口〜7.4kまで掘削した場合の浸水範囲や被害額、概
算事業費の比較を行った。

ケース①（河⼝〜6.6k掘削案） 事業費約59億円

①︓港橋〜⽮崎川︓河床掘削（流下断⾯の拡⼤）による⽔位低下対策
（ ）

②︓0.0ｋから港橋︓⼟砂の流下を妨げないための対策
（ ）

ケース②（河⼝〜7.4k掘削案） 事業費約70億円

①︓港橋〜瀬名新川︓河床掘削（流下断⾯の拡⼤）による⽔位低下対策
（ ）

②︓0.0ｋから港橋︓⼟砂の流下を妨げないための対策
（ ）

瀬名新川
7.4k

7.4k掘削案 掘削範囲

※ 掘削上流端︓瀬名新川合流部 0.0ｋ

6.6k掘削案 掘削範囲

※ 掘削上流端︓⽮崎川合流部 0.0ｋ

港橋

矢崎川
6.6k

港橋

巴川

大内観音沢川

四方沢川

旧巴川

瀬名新川

吉田川

巴川

大内観音沢川

四方沢川

旧巴川

瀬名新川

吉田川

【検討結果】
①7.4k掘削と6.6k掘削では事業費は7.4k掘削のほうが約10億円高くなる。
②浸水被害の軽減効果は、7.4k掘削も6.6k掘削もほぼ同等である。

費⽤対効果より、本川掘削延⻑は、河⼝〜6.6kまでとする。



台風18号実績降⾬による効果の確認

項目 適⽤
計算外⼒ 台風18実績降⾬波形（24時間⾬量が1/100規模以上）

検討ケース ① 現況
② 6.6k掘削

【本川掘削（6.6k掘削）対策後の浸水域⽐較（実績降⾬波形）】

３-３（１） 治水対策関連

「現況」 「6.6k掘削」

巴川

大内観音沢川

四方沢川

旧巴川

吉田川

瀬名新川

巴川

大内観音沢川

四方沢川

旧巴川

吉田川

瀬名新川

吉田川 吉田川

床上メッシュ数︓150 床上メッシュ数︓89約41％減

被害額︓194億円 被害額︓170億円約24億円減
22



河川管理者は、現在の河川整備計画・流域⽔害対策計画に加えて、
◆巴川本川の6.6k掘削

を実施することで、
巴川の下流部では平成26年10月の台風18号型洪水(年超過確率1/10規模の降⾬）に対して、流域内の床
上浸水被害を約８割軽減することを目標とする。

治⽔効果

年度計画策定時 河川整備計画・流域⽔害対策計画
に基づく整備完了（R20）

基本⽅針

河川
管理者

下⽔道
管理者

6.6k本川掘削

「整備計画」及び「流域水害
対策」へ位置付け

【台風18号を踏まえた新たな対策目標】

＜当初目標＞
1/10中央集中

＜新目標＞
当初目標に加え巴川下流部について
「台風18号型1/10降⾬」 床上約8割減
（「台風18号型実績降⾬」 床上約4割減）

３-３（１） 治水対策関連
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＜基本⽅針＞
年超過確率1/50規模の降⾬（中央集中）



津波レベルと対策の基本的な考え方

24

平成23年3月11日に発生した東日本大震災による甚大な津波被害を受け、内閣府中央防災会議
において津波対策の考え方を提示（H23.9.28）

比較的発生頻度の高い津波（レベル１津波）

最大クラスの津波（レベル２津波）

津波レベル：発生頻度は比較的高く、津波高は低いものの大きな被害をもたらす津波
基本的な考え方：○人命保護に加え、住民財産の保護、地域の経済活動の安定化、効率的な生産拠点の確保

の観点から、河川施設を整備

津波対策施設の整備（ハード対策）

津波レベル：発生頻度は極めて低いものの、発生すれば甚大な被害をもたらす津波
基本的な考え方：○住民等の生命を守ることを最優先とし、住民の避難を軸に、とりうる手段を尽くした

総合的な津波対策を確立
○被害の最小化を主眼とする「減災」の考え方に基づき、対策を講ずることが重要。

そのため、津波対策施設のハード対策によって津波による被害をできるだけ軽減する
とともに、それを超える津波に対しては、ハザードマップの整備など、避難すること
を中心とするソフト対策を重視する。

多重防御（ハード対策＋ソフト対策）

３-３（２） 津波対策関連
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３-３（２） 津波対策関連
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 静岡県第4次地震被害想定より設定された津波に対して必要な施設高は、巴川T.P.+4.0m、大谷川
放水路T.P.+8.5mである。

 巴川では静岡県第3次被地震被害想定に基づき、巴川T.P.+2.65m（堤防嵩上げ）、大谷川放水路
T.P.+7.2m（水門）で整備されているが、第4次想定に対して施設高が不足している。

静岡県第4次地震被害想定の概要
地域海岸名 区分

最大の津波高となる
対象地震

設計津波の水位
（T.P.+ m）

津波に対して必要な施設高
（T.P.+ m）

既設の
堤防高

対象河川

37 清水
庵原川河口～
三保の松原南

安政東海型地震 3.9 4.0 2.65 巴川

38 静岡
三保松原南～
安倍川河口

５地震総合モデル 8.2 8.5 7.20 大谷川放水路

静岡県第4次地震被害想定において、
「過去に繰り返し発生し、近い将来同
様の地震が発生する可能性が高く切迫
性の高い地震・津波」（「レベル1津
波」）が発生した場合の津波浸水域は、
右図のとおり。

出典：静岡県第4次地震被害想定関連資料・津波浸水深図

レベル1津波の浸水深図（浸水深最大ケース：安政東海型地震）

巴川

津波遡上範囲
河口から約3.0km



・レベル１津波に対して河川堤防等の施設高さを確保する

① 河川堤防嵩上げ（土堤形式）

② 河川堤防嵩上げ

（コンクリート擁壁形式）

③ 水門の整備

26

３-３（２） 津波対策関連
巴川下流部施設整備の方法としては、①土堤による堤防嵩上げ、②コンクリート
擁壁による堤防嵩上げ、③河口に水門を建設する水門方式の3案が挙げられる。

 3案の経済性、施工性等から最良案を検討した。

26

③水門形式

①河川堤防嵩上げ（土堤形式）

②河川堤防嵩上げ（コンクリート擁壁）



堤防形式（土堤）による対策イメージ

右岸側最大１４０件以上の家屋等移転
約３．０ｋｍの堤防整備

整備断面イメージ
用地境界

用地買収が必要
（１０ｍ程度）

巴川橋

羽衣橋

８橋の架け替え

【用地買収・建物補償】
・約3.0km（左右岸）が対象となる。
【道路交通規制】
・約3.0km（左右岸）が対象となる。
・完成時は堤防が周辺より高くなるため、
周辺道路への接続が必要となる。
【橋梁交通規制】
・堤防嵩上げに伴い橋の架け替えが必要
となる。

左岸側最大１１０件以上の家屋等移転
約３．０ｋｍの堤防整備

３-３（２） 津波対策関連
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静岡鉄道

JR東海道本線

現況堤防高 T.P.+2.65m

必要堤防高 T.P.+4.0m



28

左岸側約３．０ｋｍの堤防整備

右岸側約３．０ｋｍの堤防整備
巴川橋

羽衣橋

右岸側最大１５件以上の家屋等移転

左岸側最大１０件以上
の家屋等移転

８橋の架け替え

【用地買収・建物補償】
・管理用通路が確保されていない
箇所が対象となる。
【道路交通規制】
・約3.0km（左右岸）が対象となる。
・管理用通路が現状と同程度の利
用が可能となる。
【橋梁交通規制】
・堤防嵩上げに伴い橋の架け替え
が必要となる。

整備断面イメージ
施工時作業
スペース

用地境界

堤防形式（コンクリート擁壁）による対策イメージ

３-３（２） 津波対策関連
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静岡鉄道

JR東海道本線

現況堤防高 T.P.+2.65m
必要堤防高 T.P.+4.0m

（イメージ図）
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水門設置

水門工事の影響範囲は
羽衣橋より下流に限られる。

【用地買収・建物補償】
・水門設置位置のみで限定的であ
る。
【道路交通規制】
・施工時に羽衣橋下流側が規制範
囲となる。
【橋梁交通規制】
・施工時に短時間の規制を要する
可能性がある。
・橋梁の架け替えは必要ないため、
他の規制はない。

水門形式による対策イメージ

３-３（２） 津波対策関連
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港湾の堤防ライン

整備断面イメージ



３-３（２） 津波対策関連

※事業費は、今後の詳細設計等により増減が生じる可能性がある。30

①河川堤防嵩上げ
（土堤形式）

②河川堤防嵩上げ
（コンクリート擁壁形式）

③水門の新設整備

【課題】 【課題】 【課題】
(1)用地買収・物件補償
(2)既設道路の付け替え・嵩上げに
よる周辺への接続道路が必要

(3)橋の架け替え

(1)用地買収・物件補償
（管理用通路の幅が確保できない
範囲）

(2)橋の架け替え

(1)用地買収・物件補償
（水門新設箇所のみ）

【関係機関調整】 【関係機関調整】 【関係機関調整】
(1)道路管理者・港湾管理者
(2)地権者（多数）
(3)企業
(4)その他関係機関(海上保安庁等)

(1)道路管理者・港湾管理者
(2)地権者（多数）
(3)企業
(4)その他関係機関(海上保安庁等)

(1)港湾管理者
(2)地権者
(3)企業
(4)その他関係機関(海上保安庁等)

【概算事業費】 【概算事業費】 【概算事業費】

約450億円 約250億円 約95億円

× × 〇



３-３（２） 津波対策関連
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大谷川放水路河口にある大谷川水門では、カーテンウォールを嵩上げし、津
波に対して必要な施設高を確保する。

大谷川水門

大
谷
川
放
水
路

カーテンウォール嵩上げ案イメージ図

1.3mの嵩上げ 海側



３-３（３） ソフト対策
水防法の一部を改正する法律

背景・必要性

○平成27年9月関東・東北豪雨や、平成28年8
月台風10号等では、逃げ遅れに寄る多数の
死者や甚大な経済損失が発生。

○全国各地で豪雨が頻発・激甚化しているこ
とに対応するため、「施設整備により洪水
の発生を防止するもの」から「施設では防
ぎきれない大洪水は必ず発生するもの」へ
と意識を根本的に転換し、ハード・ソフト
対策を一体として、社会全体でこれに備え
る水防災意識社会の再構築への取組が必要。

⇒「逃げ遅れゼロ」、「社会経済被害の
最小化」を実現し、同様の被害を二度と
繰り返さない抜本的な対策が急務。
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排水計画の作成・訓練

要配慮者利用施設の避難確保計
画作成、住⺠の適切な避難行動

学校の防災教育・出前講座推進

３-３（３） ソフト対策
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• 静岡市では平成30年5月23日に「静岡地域大規模氾濫減災協議会」を設立し、市・国・県等関係
機関が連携して、減災のための目標を共有し、ハード対策とソフト対策を一体的、計画的に推
進するための対策を検討し、取り組み方針を取り決めている。

• 巴川流域では、洪水浸水想定区域図の作成・公表や静岡河川事務所と連携し、排水計画(案)に基
づく排水訓練の実施を行うこととしている。

目標達成に向けた３本柱の取組
地域住⺠の迅速な避難と被害の最⼩化に
向けた防災意識の向上のための取組

地域住⺠の逃げ遅れゼロに向けた迅速、
確実な避難のための取組

洪水氾濫による被害軽減のための迅速な
水防活動・排水活動等の取り組み

出典：静岡地域・志太榛原地域
大規模減災協議会資料



３-４ まとめ
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以上の検討結果から、整備計画の変更メニューは以下の項目とする。
項目 現状、課題 対応方針 整備計画原案

①治水対
策関連

巴川流下
能力向上

現行の河川整備計画では、年超過確
率1/10規模の降雨による洪水を安全に
流下させるための河川整備（遊水地整
備等）を進めている。

しかし、平成26年10月台風18号は、
現計画の計画規模を大きく上回るとと
もに、後方集中型の降雨特性により、
巴川の水位がピークに達する前に、遊
水地が満水となってしまい、洪水調整
機能の限界を超えるなどの課題が発生
した。

平成26年台風18号を考慮し、巴
川本川の水位低下に対し、
・河口～6.6kまでの掘削
を位置づける。

p69
p73～p74

②津波対
策関連

必要施設
高の確保

巴川及び大谷川放水路では、静岡県
第３次地震被害想定に基づく河川津波
対策が完了。（巴川は堤防嵩上げ、大
谷川放水路は水門建設）

しかし、静岡県第４次地震被害想定
では、レベル１津波に対する必要堤防
高が、現在完成している堤防及び水門
の高さを上回ることが判明した。

レベル1津波に対して必要な施設
高を確保するため、新たな津波
対策として
・水門の建設（巴川）

・水門の改良（大谷川放水路）

を位置づける。

p69
p79～p81

③ソフト対策 水防法の改正を踏まえた大規模減災
協議会の設立

• 大規模氾濫減災協議会等によ
る関係機関との連携

• 想定最大規模の洪水浸水想定
区域図の作成、公表

• 排水計画（案）に基づく排水
訓練の実施

p86～p88



４ 今後のスケジュール
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巴川水系流域委員会の進め方について

流域委員会の議題・進め方
（現状と課題） （対応方針） （河川整備の内容）

第
１
回

第
３
回

会の設立
(1)委員⻑の選出
(2)規約の承認

議題
委員会の進め方

現地視察

河川の現状、課題、
対応などの整理

意見

意見

意見

意見

整備計画（変更）の
策定作業

住民意見聴取・関係機関調整等

河川整備計画
（変更）素案

河川整備計画
（変更）原案

河川整備計画
（変更）修正原案

河川整備計画
（変更） （案）

議題
河川整備計画（変更）原案

議題
流域と河川の概要

議題
社会情勢等の変化と課題

議題
対応方針

議題
具体的な河川整備の内容

関係機関

静岡市長

意見
意見

議題：住⺠意見とその対応

結果提示

意見 県民(住民)意見募
集手続

河川整備計画
（変更）決定・公表

第
２
回

国土交通省 同意申請手続

意見

意見

議題：（変更）原案の修正について（修正原案）


